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活動頻度、メンバー 

2006年度から計96回実施、毎月1回開催（８月はお休み） 

氏名 会社名 氏名 会社名 

座長 市川 啓一 ㈱レスキューナウ危機管理研究所 

副座長 橋元 正美 清水建設㈱ 前田 良二 富士火災海上保険㈱ 

副座長 高橋 克彦 インフォコム㈱ 高木 雄司 ㈱富士通エフサス 

野田 浩二 アジア航測㈱ 新免 國夫 岡山県 

東根 聡 ㈱建設環境研究所 武多 信幸 ヤマハ株式会社 

副島 紀代 ㈱ 大林組 富田 邦裕 ㈱建設環境研究所 

若林 亮 ㈱イー・アール・エス 松岡 晶子 富士通エフ・アイ・ピー㈱ 

大島 啓一 ㈱富士通マーケティング 前 敏文 個人 

三島 和子 ㈱インターリスク総研 梅田 浩史 リスクマネジメントオフィス梅田 

南部 世紀夫 清水建設㈱ 赤堀 三代治 ARMS 

西濱 靖雄 西濱防災ネット技術事務所 國貞 至 ㈱リッジ 

上倉 秀之 ㈱セノン 海老澤 聡 ㈱湘南スタイル工房 

（2015年7月現在：23名、順不同） 

15年度で 
10年目 

活動頻度 

災害情報研究会メンバー 
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活動風景 

（BCAO日本橋オフィスにて） 
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研究内容のご紹介 

① 災害発生直後の初動対応や復旧活動を迅速・的確に行う
ために必要なアクションと情報項目を抽出 

② 情報をどこからどのように入手するかを整理 

③ 各アクション別に情報の流れをフロー図にして見える化 

研究概要 

災害時の情報シミュレーションを行う 

研究テーマ 

④ フロー図を汎用性のあるアクションカードに整理 
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災
害
対
策
本
部 

現
地
対
策
本
部 

検討① 災害対応フロー図のまとめ 
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アクションの実行に必要な情報（インプット情報）と、実行し
た結果発信される情報（アウトプット情報）を抽出 

アクション インプット アウトプット

i1-地震の規模・地域（マグニチュー
ド・震源・震度・到達時間）

i4-規定以上の地震情報（地域・震度）

i2-発災直後の発生事象

i3-緊急対応基準

i4-規定以上の地震情報（地域・震度）
i4-規定以上の地震情報（地域・震度）
＋（非常呼集要請）

i5-非常呼集対象者名簿 i7-参集状況（集合・呼集回答等）

i6-非常呼集実施基準

i4-規定以上の地震情報（地域・震度）
i4-規定以上の地震情報（地域・震度）
＋（安否確認）

i8-安否確認実施基準 i10-安否確認回答（個人）

i9-社員名簿 i11-安否確認集計結果

i10-安否確認回答（個人）

a3-安否確認の実施
（家族を含む）

a2-災害対策本部員の
非常呼集

a1-発災の覚知

検討② インプット／アウトプット情報の整理 

（例）a1、a2、a3 
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（例）a33：現地通信・情報連絡手段の確立 

検討③ アクション項目別フロー図の作成 

情報の流れをフロー図にして見える化 
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検討④ アクションカードの作成 

アクション項目別フロー図を汎用性のある「ＢＣＰアクション
カード」として展開可能な形へ 

（フロー図） 

（企業での実用化） 

（汎用化） 

ＢＣＰアクションカード 
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2014年度実施内容（情報提供①） 

史上最大のICS「ノルマンディー上陸作戦」 
第2次世界大戦ノルマンディー上陸作戦で、英軍、米軍でICSが行われた 

日本のICSは、警察、消防、自衛隊での実績があるものの、馴染みにくい 

 （国・組織・言語・文化を超えた協同に有効）   

（資料抜粋） 
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2014年度実施内容（情報提供②） 

某町の災害時（土砂災害想定）の行動手順を分かりやすく記した“災害時アクシ
ョンカード” 

 

災害時アクションカード 
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（例）A-1：地震の覚知 
完成目指して合宿!? 
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2015年度活動計画① 

「ＢＣＰアクションカード」の完成 
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2015年度活動計画② 

11月に名古屋大学減災館への見学会を実施予定 


